
パーソナルオーディオシステム
取扱説明書・保証書

お買い上げいただきありがとうございます。

	 電気製品は安全のための注意事項を守らないと、火災や人身事故になること
があります。

この取扱説明書には、事故を防ぐための重要な注意事項と製品の取り扱いかたを示しています。
この取扱説明書と別冊の「無線LANスタートガイド」をよくお読みのうえ、製品を安全にお使いく
ださい。
お読みになったあとは、いつでも見られるところに必ず保管してください。

SRS-X77

準備する

SongPalについて

BLUETOOTH接続でワイヤレスで
聞く

無線LANに接続してワイヤレスで
聞く

その他の音楽を聞く

その他

無線LANでの接続や再生方法については、
別冊の「スタートガイド」をご覧ください

4-570-617-02 (1)
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ソニー製品は安全に充分配慮して設計されています。しかし、電気
製品はすべて、間違った使いかたをすると、火災や感電などにより
人身事故につながることがあり危険です。事故を防ぐために次の
ことを必ずお守りください。

安全のための注意事項を守る
この「安全のために」の注意事項をよくお読みください。	

定期的に点検する
1年に一度は、ACアダプターのプラグ部とコンセントの間にほこり
がたまっていないか、故障したまま使用していないか、などを点検
してください。

故障したら使わない
動作がおかしくなったり、キャビネットやACアダプターなどが破損
しているのに気づいたら、すぐにお買い上げ店またはソニーサービ
ス窓口に修理をご依頼ください。

万一、異常が起きたら

変な音・においがしたら、煙
が出たら

	電源を切る
	ACアダプターをコンセン

トから抜く
	ソニーの相談窓口または

お買い上げ店、ソニー
サービス窓口に修理を依
頼する

安全のために

警告表示の意味
取扱説明書および製品では、次
のような表示をしています。表示
の内容をよく理解してから本文
をお読みください。

この表示の注意事項を守らない
と、火災・感電・漏液・発熱・破裂
などにより死亡や大けがなどの
人身事故が生じます。

この表示の注意事項を守らない
と、火災・感電などにより死亡や
大けがなどの人身事故の原因と
なります。

この表示の注意事項を守らない
と、感電やその他の事故によりけ
がをしたり周辺の家財に損害を
与えたりすることがあります。

注意を促す記号

          

行為を禁止する記号

	 	

	 	

行為を指示する記号
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下記の注意事項を守らないと火災・感電・
発熱・発火により死亡や大けがの原因
となります。

付属以外のACアダプターを使わない
家庭用電源で使用するときは、必ず付属の
ACアダプターを使用してください。
破裂や過熱などにより、火災やけが、周囲の汚損の原
因となります。

火の中に入れない

分解しない
故障や感電の原因となります。充電式電池
の交換、内部の点検および修理はソニーの
相談窓口またはお買い上げ店、ソニーサービス窓口に
ご依頼ください。

火のそばや炎天下などで充電したり、
放置しない

  

下記の注意事項を守らないと火災・感電・
発熱・発火によりやけどや大けがの原
因となります。

車の中で使用しない
スピーカー本体がブレーキペダルの下など
に落下して、運転の妨げになり、事故やケガ
の原因となることがあります。

内部に水や異物を入れない
火災や感電の危険をさけるために、ACアダ
プターを水のかかる場所や湿気のある場所
では使用しないでください。また、ACアダプターの上に
花瓶などの水の入ったものを置かないでください。本
機の上に、例えば火のついたローソクのような、火炎源
を置かないでください。
万一、水や異物が入ったときは、すぐに使用を中止し、
お買い上げ店またはソニーサービス窓口にご相談くだ
さい。

本機背面の端子に異物を入れない
端子などがショートして、誤動作や故障の原
因となることがあります。

雷が鳴りだしたら、ACアダプターに触
れない
感電の原因となります。

ぬれた手でACアダプターにさわらな
い
感電の原因となることがあります。

本体やACアダプターを布団などでお
おった状態で使わない
熱がこもってケースが変形したり、火災の原
因となることがあります。

ACアダプターは抜き差ししやすいコン
セントに接続する
ACアダプターは容易に手が届くような電源
コンセントに接続し、異常が生じた場合は速やかにコ
ンセントから抜いてください。通常、本機の電源スイッ
チを切っただけでは、完全に電源から切り離せません。

自然放熱を妨げない
布をかけたり、毛足の長いじゅうたんや布団
の上または本箱や組み込み式キャビネット
のような通気が妨げられる狭いところに設置しないで
ください。壁や家具に密接して置いて、自然放熱の妨
げになるようなことはしないでください。過熱して火災
や感電の原因となることがあります。

LAN端子に指定以外のネットワークや
電話回線を接続しない
LAN端子に下記のネットワークや回線を接
続すると、コネクタに必要以上の電流が流れ、故障や発
熱、火災の原因となります。特に、ホームテレホンの回
線には、絶対に接続しないでください。
•	 10BASE-T/100BASE-TXタイプ以外のネットワーク
•	 PBX（デジタル式構内交換機）回線
•	 ホームテレホンやビジネスホンの回線
•	 上記以外の電話回線など
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下記の注意事項を守らないとけがをしたり
周辺の家財に損害を与えたりすることがあ
ります。

はじめから音量を上げすぎない
突然大きな音が出て耳をいためることがあ
ります。音量は徐々に上げましょう。とくに、
デジタルオーディオプレーヤーなど、雑音の少ないデジ
タル機器を聞くときにはご注意ください。

特定の状況下では、ワイヤレス機能を
使用しない
本機はワイヤレス機能を内蔵しています。
以下の点に注意してご使用いただき、障害などが発生
した場合には、本機のワイヤレス機能を使用しないよ
うにしてください。
また、緊急の場合には、ただちに本機の電源を切ってく
ださい。
•	 病院などの医療機関内、医療用電気機器の近くで
は使用しない。	
電波が影響を及ぼし、医療用電気機器の誤動作に
よる事故の原因となるおそれがあります。

•	 本製品を使用中に他の機器に電波障害などが発生
した場合は、ただちに使用をやめる。	
電波が影響を及ぼし、誤動作による事故の原因とな
るおそれがあります。

通電中のACアダプターや製品に長時
間ふれない
長時間皮膚がふれたままになっていると、
低温やけどの原因になることがあります。

本機を航空機内で使わない
電波が影響を及ぼし、誤動作による事故の
原因となるおそれがあります。

本機を医療機器の近くで使わない
電波が心臓ペースメーカーや医療用電気機
器に影響を与えるおそれがあります。満員電
車などの混雑した場所や医療機関の屋内では使わな
いでください。

本機を心臓ペースメーカーの装着部
位から22 cm以上離す
電波によりペースメーカーの動作に影響を
与えるおそれがあります。

本機を自動ドア、火災報知器などの自
動制御機器の近くでは使わない
電波が影響を及ぼし、誤動作による事故の
原因となるおそれがあります。

長時間使用しないときはACアダプ
ターを抜く
長時間使用しないときは、安全のためAC
アダプターをコンセントから抜いてください。

お手入れの際、ACアダプターを抜く
ACアダプターを差し込んだままお手入れ
をすると、感電の原因となることがありま
す。

付属の電源コードについて
付属の電源コードは、本機専用です。他の電
気機器では使用できません。

可燃ガスのエアゾールやスプレーを使
用しない
清掃用や潤滑用などの可燃性ガスを本機に
使用すると、モーターやスイッチの接点、静電気などの
火花、高温部品が原因で引火し、爆発や火災が発生す
るおそれがあります。

本機は、国内専用です
海外では国によって電波使用制限があるた
め、本機を使用した場合、罰せられることが
あります。

電池についての安全上のご注意
液漏れ・破裂・発熱・発火・誤飲によ
る大けがや失明を避けるため、下記の注
意事項を必ずお守りください。

充電式電池が液漏れした
とき

充電式電池の液が漏れたときは素手
で液をさわらない
液が本体内部に残ることがあるため、ソニーの相談
窓口またはソニーサービス窓口にご相談ください。
液が目に入ったときは、失明の原因になることがあ
るので目をこすらず、すぐに水道水などのきれいな水
で充分洗い、ただちに医師の治療を受けてください。
液が身体や衣服についたときも、やけどやけがの原
因になるので、すぐにきれいな水で洗い流し、皮膚に
炎症やけがの症状があるときには医師に相談してく
ださい。
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充電式電池について

•	火の中に入れない。分解、加熱、加圧しない。
•	火のそばや直射日光の当たるところ・炎天下の
車中など、高温の場所で使用・保管・放置しない。

本機を廃棄する
環境保護のため、リチウムイオン充電池を取り出し
てください。
充電池を取りはずす前に、ACアダプターを抜いて
本機を充電池のみで使用して、充電池を使いきっ
てください。

本機を廃棄するとき以外
は絶対にキャビネットを
開けないでください。

1	 本機の電源を切って、ACアダプターをはずす。

2	 底面のカバーを取りはずし、充電池を取り出
す。
	 本機底面6か所にあるゴムカバーをはずす。
	 6個のねじをはずす。
	 ふたを取りはずす。
	 充電池のコネクタを本機からはずす。
	 充電池を取り出す。

ご注意
•	充電池を取り出すとき、金属製ピンセットなどでコー
ドの被服に傷をつけないようご注意ください。
•	電池を火の中に入れたり、加熱、加圧しないでくださ

い。

日本国内での充電式電池
の廃棄について
リチウムイオン電池は、リサイ
クルできます。不要になった
リチウムイオン電池は、金属
部にセロハンテープなどの
絶縁テープを貼ってリサイク
ル協力店へお持ちください。

充電式電池の回収・リサイクルおよびリサイクル協
力店については一般社団法人JBRCホームページ
http://www.jbrc.com/
を参照してください。
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使用上のご注意

安全について
•	付属のACアダプターをお使いになるときは、家
庭用電源コンセント（AC100 ~ 240 V）につない
でお使いください。

ACアダプターについて
•	 ACアダプターをコンセントから抜くときは、コー
ドを引っ張らずに、必ず電源プラグを持って抜い
てください。
•	ACアダプターを抜き差しする前に電源をお切り
ください。電源を入れたまま抜き差しすると、誤
動作の原因になることがあります。
•	この製品には、付属のACア
ダプター（極性統一形プラ
グ・JEITA規格）をご使用くだ
さい。付属以外のACアダプ
ターを使用すると、故障の原
因になることがあります。
•	付属のACアダプターは本機専用です。他の機器
ではご使用になれません。
•	本機およびACアダプターを本棚や組み込み式
キャビネットなどの狭い場所に設置しないでくだ
さい。
CE マークは主に EEA（European Economic 
Area）各国など、法律に定められた国においての
み有効です。

温度上昇について
本機を長時間お使いになると、本体の温度が上昇
することがありますが、故障ではありません。

取り扱いについて
•	スピーカーユニット、内蔵アンプ、キャビネットは
精密に調整してあります。分解、改造などはしな
いでください。
•	次のような場所には置かないでください。
‒‒ 直射日光の当たる所、暖房器具の近くなど、
温度の高い所
‒‒ 窓を閉め切った自動車内（特に夏季）
‒‒ 風呂場など、湿気の多い所
‒‒ ほこりの多い所、砂地の上
‒‒ 時計、キャッシュカードなどの近く	
（録音済みテープや時計、キャッシュカード、フ
ロッピーディスクなどは、本機に近づけないで
ください。）
‒‒ 激しい振動のある所

極性統一形プラグ

•	平らな場所に設置してください。
•	設置条件によっては、倒れたり落下したりするこ
とがあります。貴重品などを近くに置かないでく
ださい。
•	持ち運ぶ際、フロッピーディスクやクレジットカー
ドなど磁気の影響を受ける物は、本機の近くに置
かないでください。
•	キャビネットが汚れたときは、中性洗剤を少し含
ませた柔らかい布でふいてください。シンナー、
ベンジン、アルコールなどは表面の仕上げを傷め
ますので、使わないでください。
•	水がかからないようご注意ください。本機は防水
仕様ではありません。

その他のご注意
•	長期間使用しない場合、電池の劣化を防ぐため、
半年に1度充電を行ってください。
•	長い間使わなかったときは、充電時間が長くか
かる場合があります。
•	高温環境下では電池保護のため、充電を停止す
る場合があります。
•	使用可能時間が通常の半分ぐらいに低下した場
合は、充電式電池の寿命と考えられます。充電式
電池の交換については、お買い上げ店またはソ
ニーサービス窓口にご相談ください。
•	 LANケーブルはシールドタイプを使用してくださ
い。
•	他に疑問点や問題点がある場合は、もう一度こ
の取扱説明書をよく読んでから、ソニーの相談窓
口またはお買い上げ店にご相談ください。
•	本機を廃棄するまたは譲渡する際は、ユーザー
情報などを消去するために初期化を実行して本
機をお買い上げ時の状態に戻してください
（22ページ）。

機銘板は、本機の底面に表示してあります。 
MACアドレスは、本機の底面に表示してありま
す。 
MAC1：有線LANのMACアドレス 
MAC2：無線LANのMACアドレス
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取扱説明書について
取扱説明書（本書）
安全のための注意事項、
BLUETOOTH接続／再生方
法、困ったときはなどを記載
しています。

無線LANスタートガイド
（別冊）
無線LANでの接続／再生方
法を記載しています。

ヘルプガイド（パソコンや
スマートフォンで閲覧でき
ます）
パソコンのOSごと、
BLUETOOTH機器の機種ご
との詳しい接続／再生方法
や、ハイレゾ音源再生方法な
ど、本機の詳しい使いかた
を記載しています。

http://rd1.sony.net/help/speaker/srs-x77/ja/

商標について
•	Windows、Windowsロゴ、Windows Mediaは、
Microsoft Corporationの米国およびその他の
国における商標あるいは登録商標です。
•	本機はMicrosoft Corporationの知的所有権に
より保護されています。Microsoft またはその認
可された子会社の許可なしにこの製品に関わる
技術を使用、販売することは禁止されています。
•	Apple、Appleロゴ、AirPlay、iPad、iPhone、
iPod、iPod nano、iPod touch、iTunes、Mac及
びOS Xは、米国および他の国々で登録された
Apple Inc.の商標です。iPad Air、及び iPad 
miniは、Apple Inc. の商標です。「iPhone」の商
標は、アイホン株式会社からライセンスを受け使
用しています。App StoreはApple Inc.のサービ
スマークです。
「Made for iPod」「Made for iPhone」「Made 
for iPad」とは、それぞれiPod、iPhone、iPad専
用に接続するよう設計され、アップルが定める性
能基準を満たしているとデベロッパによって認
定された電子アクセサリであることを示します。
アップルは、本製品の機能および安全および規格
への適合について一切の責任を負いません。本
製品をiPod、iPhone、又はiPadと共に使用する
と、ワイヤレス機能に影響を及ぼす可能性があり
ます。
•	  Wi-FiロゴはWi-Fi Allianceの認証マークで
す。
•	Wi-Fi®、Wi-Fi Protected Access® およびWi-Fi 
Alliance®はWi-Fi Allianceの登録商標です。
•	Wi-Fi CERTIFIED™、WPA™、WPA2™および
Wi-Fi Protected Setup™はWi-Fi Alliance の
商標です。
•	本機はFraunhofer IISおよびThomsonの
MPEG Layer-3オーディオコーディング技術と特
許に基づく許諾製品です。
•	N-Mark は米国およびその他の国におけるNFC 
Forum, Inc.の商標または登録商標です。
•	BLUETOOTHワードマークとロゴは、Bluetooth 
SIG, INC.の所有であり、ソニー株式会社はライセ
ンスに基づきこのマークを使用しています。他の
トレードマークおよびトレード名称については、
個々の所有者に帰属するものとします。
•	Google PlayとAndroidはGoogle Inc.の商標
です。
•	Google Cast™とGoogle CastロゴはGoogle 
Inc.の商標です。
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•	 XperiaおよびXperia Tabletは、Sony Mobile 
Communications ABの商標です。
•	 "DSEE"および  はソニー株式会社の商標
です。
•	 "S-Master"はソニー株式会社の商標です。
•	ClearAudio+及び  はソニー株
式会社の商標です。
•	ウォークマン®、WALKMAN®、WALKMAN®ロゴ
は、ソニー株式会社の登録商標です。
•	 LDAC™およびLDACロゴは、ソニー株式会社の
商標です。
•	AOSS™は株式会社バッファローの商標です。
•	らくらく無線スタートはNECアクセステクニカの
登録商標です。
•	DLNA™、DLNA ロゴおよびDLNA CERTIFIED™
はDigital Living Network Allianceの商標、
サービスマークあるいは認証マークです。
•	その他、本書で登場するシステム名、製品名、
サービス名は、一般に各開発メーカーの登録商
標あるいは商標です。なお、本文中では®、™マー
クは明記していません。

ライセンスに関する注意
本製品には、弊社がその著作権者とのライセン
ス契約に基づき使用しているソフトウェアが搭
載されております。当該ソフトウェアの著作権者
様の要求に基づき、弊社はこれらの内容をお客
様に通知する義務があります。
ライセンスに関して、内容をご一読くださいます
ようお願い申し上げます。
ライセンス内容は、以下のURLよりご覧ください。
http://rd1.sony.net/help/speaker/sl/15/

GNU GP/LGPL適用ソフトウェアに関する
お知らせ
本製品には、以下のGNU General Public 
License（以下「LGPL」とします）の適用を受け
るソフトウェアが含まれています。お客様には、
添付のGPL/LGPLの条件にしたがい、これらソ
フトウェアのソースコードの入手、改変、再配布
の権利があることをお知らせいたします。
ソースコードは、Webで提供しております。
ダウンロードする際には、以下のURLにアクセス
し、モデル名「SRS-X77」をお選びください。
URL: http://oss.sony.net/Products/Linux
なお、ソースコードの中身についてのお問い合
わせはご遠慮ください。

アップデートに関する注意
本機は、有線LANもしくは無線LANでインター
ネットに接続してご使用になる場合、ソフトウェ
アを、自動で最新にアップデート（更新）する機
能を有しています。
アップデートすることで、新しい機能が追加され
たり、より便利かつ安定してご使用になること
ができます。
ソフトウェアを自動でアップデートさせたくない
場合は、スマートフォン/iPhoneにインストール
したSongPalを使って、本機能を無効にするこ
とができます。
ただし、本機能を無効にしても、安定してご使用
いただくため等により、ソフトウェアを自動で
アップデートすることがあります。
また、本機能を無効にしても、お客様の操作で、
システムソフトウェアをアップデートすることは
可能です。
詳しい設定方法、操作方法は、ヘルプガイドで
ご確認ください。
ソフトウエアアップデート中は、本機をご使用い
ただけない場合があります。

第三者が提供するサービスに関する免責事
項
第三者が提供するサービスは予告なく、変更・
停止・終了することがあります。ソニーは、そのよ
うな事態に対していかなる責任も負いません。
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準備する

各部の名前と働き

本体後面

	UPDATEボタン
本機のアップデート状況を表示します。

	CHARGEランプ
ランプの点滅や点灯で、本機の内蔵リチウムイオン充
電池の充電状態を表示します。

	VOL（音量）－/＋ボタン
音量を調節します。
ボタンにタッチすると、音量調節に応じて/（電源）ラ
ンプが点滅します。

	/（電源）ボタン／ランプ
本機の電源を入／切します。

	LINKランプ
本機のネットワーク接続状況を表示します。

	NETWORKボタン／ランプ
本機をNETWORK（ネットワーク）モードに切り換えま
す。ミュージックサービスを利用したり、ホームネット
ワーク上の機器に保存した音楽を本機で聞くときに
タッチしてください。

	（BLUETOOTH） PAIRING（ペアリング）
ボタン／ランプ

BLUETOOTH機器とペアリング（機器登録）するときや
接続するとき、BLUETOOTH機器の音楽を聞くときに
使います。
1回タッチすると、本機がBLUETOOTHモードになりま
す。タッチしたままにすると、本機がペアリングモードに
なります。

	AUDIO INボタン／ランプ
AUDIO IN端子に接続した機器の音楽を聞くときに
タッチしてください。ボタンにタッチすると、AUDIO IN
ランプが点灯します。
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次のページにつづく 

	無線LANアンテナ
本機を無線LANで使うときに立てます。
アンテナを立てるときは、以下の手順に従ってください。

	 アンテナの右側を押す。本体の収納部よりアンテナ
が出ます。

	 アンテナを立てる。

	N-Mark
おサイフケータイ機能（「NFC（FeliCa）」）対応のスマー
トフォンなら、このマークにスマートフォンでタッチする
だけで、自動的に本機の電源が入り、ペアリング（機器
登録）やBLUETOOTH接続ができます。

	NETWORK OFF/ONスイッチ
本機のネットワーク機能をオフ／オンします。ネット
ワークに接続して使うときは、スイッチをONにしてお
使いください。

	RESETボタン
本機をリセットします。

	WPSボタン
無線LANに接続するときに使います。WPSボタンを約
2秒間押したままにすると、本機からピピッという音が
して、お使いの無線LANルータに接続できる状態にな
ります。
お使いの無線LANルーターにWPSボタンがあるときは、
このボタンを使って無線LANに接続できます。
お使いの無線LANルーターのAOSSボタンやらくらく
無線スタートボタンでも、WPSボタンとして使用できる
場合があります。詳しくは、お使いの無線LANルーター
の取扱説明書をご覧ください。

	DC OUT ONLY端子（USB）
USB接続することでお持ちのスマートフォンなどの機
器を充電できます。USB機器を接続して音楽を再生し
ても、スピーカーからは出力されません。

	LAN端子
市販のネットワーク（LAN）ケーブルを使って、コン
ピューターや無線LANルーターをつなぎます。
LANケーブルはシールドタイプを使用してください。

	AUDIO IN端子
接続コード（別売）を使って、ポータブルオーディオ機器
などのヘッドホン端子につなぎます。

	DC IN 18 V端子
ACアダプター（付属）をつなぎます。

ランプが点滅・点灯しているときは
/（電源）ランプ

ランプの状態（色） 本機の状態

点灯（緑） 電源が入っています。

点灯（オレンジ） BLUETOOTH／ネットワークスタ
ンバイモードです。
BLUETOOTH／ネットワークスタ
ンバイ機能は、本機をACアダプ
ターでお使いのときのみ、設定す
ることができます。充電池のみで
お使いのときは、BLUETOOTH
／ネットワークスタンバイモード
になりません。

消灯 スタンバイモードです。

点滅（緑） •	電源を切ると、緑色にゆっくり
点滅した後で、オレンジ色に点
灯または消灯します。ランプが
点滅している間は、本機を操
作できません。
•	VOL（音量）－/＋ボタンにタッ
チすると、音量調節に応じて、1
回または3回点滅します。

点滅（赤） 本機がプロテクトモードになって
いる、もしくは、ソフトウェアの
アップデートに失敗しています。
詳しくは、21ページの「（電
源）ランプが赤く点滅する」をご
覧ください。

CHARGE（充電）ランプ

ランプの状態（色） 本機の状態

消灯 充電が完了しました。

点灯（オレンジ） 充電中です。

ゆっくり点滅（オレ
ンジ）

充電池の電池残量が少なくなっ
ています。本機を充電してくださ
い。また、この状態のときは、おす
そわけ充電はできません。

3回点滅してから
消灯（オレンジ）

電源を入れたあと、ランプが3回
点滅してから消灯したときは、充
電池の残量がありません。本機
を充電してください。



12

LINKランプ

ランプの状態（色） 本機の状態

点灯（オレンジ） 無線LANに接続されています。

点灯（ピンク） 有線LANに接続されています。

点滅（オレンジ） 無線LAN接続待ち状態です。

点滅（ピンク） 有線LAN接続待ち状態です。

点滅（赤） ネットワークへの接続に失敗し
ました。

点灯（赤） ネットワークへの接続に失敗し
た、またはネットワーク設定され
ているのにネットワークに接続さ
れていません。

接続しているミュージックサービスによって、点
灯・点滅するランプの色が変わります。
ÔÔ 	詳しくはヘルプガイドをご覧ください
http://rd1.sony.net/help/speaker/srs-x77/ja/

（BLUETOOTH）  PAIRINGランプ

ランプの状態（色） 本機の状態

点灯（白） BLUETOOTH機器が
BLUETOOTH接続されています。

速く点滅（白） BLUETOOTHペアリング待ち状
態です。

点滅（白） BLUETOOTH接続待ち状態です。

NETWORKランプ

ランプの状態（色） 本機の状態

点灯（白） NETWORKモードです。

点滅（白） ネットワーク経由で音声データ
を受信中のときなどに点滅しま
す。

UPDATEボタン

ランプの状態（色） 本機の状態

点灯（オレンジ） 本機をネットワークに接続中に
最新のソフトウェアを検知すると、
ボタンがオレンジ色に点灯して
表示されます。
点灯しているときに、ボタンを
タッチしたままにすると、本機の
アップデートが開始されます。

点滅（オレンジ） •	本機のソフトウェアをアップ
デート中です。アップデート中
は本機を操作できません。
•	アップデート完了後、本機に初
めて電源を入れたときに、アッ
プデート完了通知として3回点
滅します。
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SongPalについて

SongPalでできること
SongPalとは、スマートフォン／iPhoneから、
SongPal対応のソニー製オーディオ機器を操作
するためのアプリです。

Google Play™ （Playストア）またはApp Store
でSongPalを検索して、ダウンロードしてくださ
い。

お手持ちのスマートフォンやiPhoneにSongPal
をダウンロードすると、以下のことができます。

SRS-X77のサウンド設定
お好みの音質やソニーおすすめの音質
「ClearAudio+」を簡単に設定できます。

ミュージックサービス*の利用
ミュージックサービスを利用するための初
期設定を行います。
ミュージックサービスを利用するには、第三
者が提供するサービスアプリをご利用くだ
さい。

ホームネットワーク上の機器操作
ホームネットワーク上のパソコンやサーバー
などに保存された音楽を再生できます。
ÔÔ詳しい操作はヘルプガイドをご覧くださ
い
http://rd1.sony.net/help/speaker/srs-x77/ja/

*	 ミュージックサービスによって、利用できる時期や契
約の有無が異なります。本体のアップデートが必要
な場合があります。	
第三者が提供するサービスは予告なく、変更・停止・
終了することがあります。ソニーは、そのような事態
に対していかなる責任も負いません。

オーディオ機器によってSongPalでできる操作
は異なります。アプリの仕様および画面デザイン
は予告なく変更する場合があります。

ホームネットワーク上の機器の全体図を見ること
ができます。また、再生するオーディオ機器を選んだ
り、SongPal Link（マルチルーム機能）を使って
オーディオ機器をグループ化したりできます。

再生できる音源を一覧表示して、選ぶことができま
す。またオーディオ機器側のサウンド設定や、ネット
ワーク設定などができます。

ÔÔ詳しくはSongPalヘルプをご覧ください	
http://info.songpal.sony.net/help/
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BLUETOOTH接続でワイ
ヤレスで聞く

BLUETOOTH機器をペアリ
ング（機器登録）して音楽を
聞く
BLUETOOTH機器に保存された曲をワイヤレス
で楽しめます。はじめに、BLUETOOTH機器を本
機にペアリング（機器登録）します。

ご注意
•	ペアリングするときには、本機とBLUETOOTH機器を
1 m以内に置いてください。
•	ペアリングするときには、本機がACアダプターに接続
されているか、充電池が充分に充電されている状態
で行ってください。
•	お使いのBLUETOOTH機器がワンタッチ接続（NFC）
に対応している場合は、次の手順を行う必要はあり
ません。「ワンタッチで接続して音楽を聞く（NFC）」
（15ページ）をご覧ください。

1	/（電源）ボタンを押して、本機の電源
を入れる。
/（電源）ランプが緑色に点灯します。

2	（BLUETOOTH） PAIRINGボタンを1
回タッチする。
本機がBLUETOOTHモードになり、
（BLUETOOTH）ランプが白色に点滅します。

ちょっと一言
•	ご購入後に初めてBLUETOOTH機能を使うとき
など、本機にペアリング情報がない状態では、
（BLUETOOTH）  PAIRINGボタンにタッチした
だけで、（BLUETOOTH）ランプが自動的に速く
点滅して、本機がペアリングモードになります。
•	近くに前回接続していたBLUETOOTH機器があ
るときは、（BLUETOOTH）  PAIRINGボタンに
タッチしただけで、自動的に本機が前回接続して
いた機器に接続されて、（BLUETOOTH）ランプ
が点灯することがあります。その場合は、接続さ
れたBLUETOOTH機器を操作して接続を切断し
てください。

3	（BLUETOOTH） PAIRINGボタンを、
本機からピピッという音が聞こえるま
でタッチしたままにする。
（BLUETOOTH）ランプが速く点滅し始めて、
本機がペアリングモードになります。

4	BLUETOOTH機器でペアリング操作を
行い、本機を検索する。
BLUETOOTH機器の画面の検出した機器の
一覧に［SRS-X77］と表示されます。表示され
ない場合は、もう一度手順1から操作してく
ださい。

5	BLUETOOTH機器の画面に表示されて
いる［SRS-X77］を選び、互いの機器を
登録する。
パスキーを要求された場合は「0000」を入
力してください。

ご注意
ペアリング操作時は、BLUETOOTH機器の音楽再
生を停止しておいてください。接続完了後、本機か
ら大音量で出力される場合があります。また、接続
完了後、初回再生操作時に、大音量で出力される
ことがありますので、再生前に音量を下げておくこ
とをおすすめします。

6	（BLUETOOTH）ランプが点滅から点
灯に変わったことを確認する。
（BLUETOOTH）ランプが点灯したら、本機
とBLUETOOTH機器が接続された状態にな
ります。
接続されない場合は、もう一度手順3から操
作してください。

7	BLUETOOTH機器側で音量を調
節するか、本機のVOL（音量）－/＋ボタ
ンにタッチして、音量を調節する。

8	BLUETOOTH機器で音楽を再生
する。

ちょっと一言
•	BLUETOOTH接続中でも、他のBLUETOOTH機器と
のペアリングや接続を行うことができます。その場合
は、現在の接続は解除されます。
•	SongPalにはBLUETOOTH接続による音楽再生機
能はありません。BLUETOOTH機器（スマートフォン
やパソコンなど）の音楽再生ソフトウェアで再生して
ください。

ご注意
•	一部のBLUETOOTH機器では、上記の操作に対応し
ていない場合があります。また、機器によっては、実際
の動作は異なります。
•	本機のペアリングモードは約5分で解除され、
（BLUETOOTH）ランプが遅い点滅に変わります。た
だし、ご購入後に初めてBLUETOOTH機能を使うと
きなど、本機にペアリング情報がない状態では、ペア
リングモードは解除されません。手順が完了する前に
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本機のペアリングモードが解除されてしまった場合
は、もう一度手順3から操作してください。
•	検出した機器の一覧が表示できないBLUETOOTH
機器や、画面がない機器とペアリングするときは、本
機とBLUETOOTH機器の両方をペアリングモードに
してください。BLUETOOTH機器によってはこの操作
でペアリングできる場合があります。このとき
BLUETOOTH機器のパスキーが「0000」以外に設定
されていると、本機とペアリングすることができませ
ん。
•	一度ペアリングすれば再びペアリングする必要はあ
りませんが、以下の場合は再度ペアリングが必要で
す。
‒‒ 修理を行ったなど、ペアリング情報が消去されて
しまったとき。
‒‒ 10台以上の機器をペアリングしたとき。	
本機は合計9台までのBLUETOOTH 機器をペア
リングすることができます。10台目のペアリングを
行うと、接続した日時が最も古い機器のペアリン
グ情報が削除されます。
‒‒ 接続相手の機器から、本機との接続履歴が削除さ
れたとき。
‒‒ 本機を初期化したとき。	
すべてのペアリング情報が削除されます。

•	本機は複数の機器とペアリングできますが、それらを
同時に再生することはできません。
•	パスキーは、パスコード、PINコード、PINナンバー、パ
スワードなどと呼ばれる場合があります。

BLUETOOTH接続を切断するには
BLUETOOTH機器側から接続を切断してくださ
い。

ちょっと一言
送信側BLUETOOTH機器の種類によっては、音楽の再
生を終了すると、自動的にBLUETOOTH接続を切断す
る場合があります。

登録済みの機器の音楽を聞く

「BLUETOOTH機器をペアリングして音楽を聞
く」（14ページ）の手順2の後で、
BLUETOOTH機器を操作して本機と接続し、
BLUETOOTH機器の音量を調節してから、再生
してください。

ちょっと一言
BLUETOOTH機器の音楽再生を停止してから、本機と
BLUETOOTH機器を接続してください。

ワンタッチで接続して音楽
を聞く（NFC）
NFCとは、携帯電話やICタグなど、さまざまな機
器間で近距離無線通信を行うための技術です。
NFC対応スマートフォンを本機にタッチするだけ
で、自動的に本機の電源が入り、ペアリング（機
器登録）、BLUETOOTH接続が行われます。
あらかじめ、スマートフォンのNFC機能をオンに
して、画面のロックを解除してください。

1	スマートフォンを本機のN-Markにタッ
チする。
スマートフォンが反応するまでタッチし続け
てください。スマートフォン側のタッチ位置に
ついては、お使いのスマートフォンの取扱説
明書をご覧ください。

スマートフォンの画面の指示に従って接続を
完了してください。
（BLUETOOTH）ランプが点滅から点灯に
変わったら、本機とスマートフォンが接続さ
れた状態になります。

2	接続が完了したら、スマートフォンで音
楽を再生する。
接続を切断するには、スマートフォンで本機
のN-Markにもう一度タッチします。

ちょっと一言
本機とのBLUETOOTH接続時に、他のNFC対応スマー
トフォンを本機にタッチすると、タッチしたスマートフォ
ンとの接続に切り換わります。
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無線LANに接続してワイ
ヤレスで聞く

ネットワークへの接続方法
を選ぶ
本機をネットワークに接続すると、本機の楽しみ
かたがさらに広がります。
接続方法は、お使いのネットワーク環境によって
異なります。以下の接続方法の中から、使用環
境に合った方法を選んで接続してください。

ちょっと一言
固定IPアドレスを設定する場合は、「パソコンから接続
する」（17ページ）の手順6の画面で行ってください。

ご注意
無線LANと有線LANを同時に接続することはできませ
ん。無線ネットワーク接続するときは、本機から必ず
ネットワーク（LAN）ケーブルを取りはずしてください。

スマートフォン／ iPhoneから接続するには
スマートフォン／ iPhoneに専用アプリSongPal
をダウンロードして使います。詳しくは、別冊の
「無線LANスタートガイド」をご覧ください。

WPSボタン（AOSS、らくらく無線スタート）
のある無線LANルーターを使用して接続す
るには
WPSボタンを使って接続します。詳しくは、別冊
の「無線LANスタートガイド」をご覧ください。

パソコンから接続するには
「パソコンから接続する」（16ページ）をご覧
ください。

有線LANで接続するには
ÔÔ詳しくはヘルプガイドをご覧ください
http://rd1.sony.net/help/speaker/srs-x77/ja/

パソコンから接続する
お使いの無線LANルーターにWPS（AOSS、らく
らく無線スタート）ボタンがない場合の、本機と
パソコンをネットワーク（LAN）ケーブルでつな
いで設定する方法です。
あらかじめ、市販のネットワーク（LAN）ケーブル
をご用意ください。

ちょっと一言
無線LANを設定するには、SSID（無線ネットワーク名）
と暗号化キー（WEPまたはWPA）が必要です。暗号化
キー（またはネットワークキー）とは、相互に通信できる
機器を限定するための暗号鍵です。無線LANルーター
やアクセスポイントを介した機器間の通信を、より安全
に行うために使われます。

1	無線LANルーターのSSIDとパスワード
（暗号化キー）を以下に書き写す。
詳しくはお使いの無線LANルーターの取扱
説明書をご覧ください。
SSID：

パスワード：

2	本機とパソコンを直接、市販のネット
ワーク（LAN）ケーブルで接続する。

ネットワーク（LAN）
ケーブル（市販）
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3	本機後面のNETWORK OFF/ONス
イッチをONにしてから、/（電源）ボタ
ンを押して、本機の電源を入れる。
LINKランプが点滅からピンク色の点灯に変
わるまで、約1分間お待ちください。

ちょっと一言
ご購入後に初めて接続するときなど、ピンク色の点
灯に変わるまで、約2分間お待ちください。

4	パソコンで［Sony Network Device 
Settings］画面を表示する。
	ブラウザー（Internet Explorerなど）を
起動する。

	下記のURLをアドレスバーに入力する。

上記はパソコンと本機をネットワーク（LAN）
ケーブルで接続した場合のURLです。

5	メニューから［Network Settings］を
選ぶ。

Network Settings

6	無線LANルーターのSSIDを選び、パス
ワード（暗号化キー）を入力する。

SSID

手順1を確認して入力してください。

7	［Apply］を選ぶ。

8	パソコンの画面に従ってネットワーク
（LAN）ケーブルを抜く。

9	LINKランプがオレンジ色に点灯してい
ることを確認する。
本機のアンテナを立ててください（11 
ページ）。
LINKランプがオレンジ色に点灯したら無線
LAN接続は完了です。
点灯するまで１分以上かかる場合がありま
す。

本機で音楽を聞く方法については、別冊の「無
線LANスタートガイド」をご覧ください。
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複数のスピーカーで同じ音
楽を聞く（SongPal Link機
能）

ご家庭のWi-Fiネットワークを利用して、ネット
ワークサービスの音楽や、パソコンやスマート
フォンに保存した音楽をさまざまな部屋で高音
質で楽しめます。

1	お手持ちのスマートフォン／iPhoneに
無料アプリSongPalをダウンロードす
る。

2	本機とスマートフォン／iPhoneを同じ
SSID（ネットワーク）の無線LANルー
ターに接続する。

3	複数機器を接続する場合は、SongPal 
Link対応機器を無線LANに接続する。

ÔÔ詳しい操作はヘルプガイドをご覧ください
http://rd1.sony.net/help/speaker/srs-x77/ja/

ミュージックサービスに接
続して音楽を聞く
本機をインターネットに接続すると、インター
ネットラジオなどのミュージックサービスを楽し
めます。Google Castに対応したミュージック
サービス対応アプリを、別途ダウンロードする必
要があります。

1	お手持ちのスマートフォン／iPhoneに
無料アプリSongPalをダウンロードす
る。

2	本機とスマートフォン／iPhoneを同じ
SSID（ネットワーク）の無線LANルー
ターに接続する。

3	SongPalを起動し、Google Cast対応
アプリをダウンロードする。
	SongPalを起動して［SRS-X77］をタッチ
し、［設定］［Google Cast］［キャス
ト方法］の順にタッチする。

	使用方法とGoogle Cast対応アプリを確
認し、アプリをダウンロードする。

4	Google Cast対応アプリを起動し、キャ
ストアイコンをタッチして、[SRS-X77]を
選ぶ。

5	Google Cast対応アプリで音楽を選び
再生する。
本機で音楽が再生されます。

ÔÔ詳しい操作はヘルプガイドをご覧ください
http://rd1.sony.net/help/speaker/srs-x77/ja/
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その他の音楽を聞く

外部機器を接続して音楽を
聞く

接続コード（市販）

1	AUDIO IN端子に、市販の接続コード
（ステレオミニプラグステレオミニ
プラグ、抵抗なし*1）でポータブルオー
ディオ機器などを接続する。
*1	 抵抗入りの接続コードを使用すると、音量が小
さくなることがありますので、抵抗なしの接続
コードをご使用ください。

2	本機をAUDIO INモードにして、接続し
た機器側で再生する。

ÔÔ詳しい操作はヘルプガイドをご覧ください
http://rd1.sony.net/help/speaker/srs-x77/ja/
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その他

困ったときは
修理を依頼する前に、もう一度下記の項目をチェッ
クしてみてください。
•	この「困ったときは」をチェックし、該当する項目
を調べる。
•	ヘルプガイドで調べる。

ÔÔ詳しくはヘルプガイドの「使いかた」や「よくあ
る質問」をご覧ください。

http://rd1.sony.net/help/speaker/srs-x77/ja/

•	「アクティブスピーカーサポート」のホームページ
で調べる。	
http://www.sony.jp/support/active-speaker/
•	 ACアダプターに接続して、本機を充電する。充電
することで問題が解決することがあります。
•	本機後面のRESETボタンをピンなど先の細いも
ので押してください。その後、本機の電源を入れ
直してください。

それでも解決しない場合、ソニーの相談窓口
（26ページ）までお問い合わせください。

BLUETOOTH

ペアリング（機器登録）できない、 
SongPal設定時に、本機とスマートフォン／ 
iPhoneをBLUETOOTH接続できない
•	本機とBLUETOOTH機器の距離を1 m以内に近
づけてください。
•	本機の（BLUETOOTH）ランプが速く点滅して
いなかったら、（BLUETOOTH）  PAIRINGボタ
ンを、本機からピピッという音が聞こえて、
（BLUETOOTH）ランプが白色に速く点滅しはじ
めるまでタッチしたままにしてください。
•	本機をACアダプターに接続するか、充電池を充
分に充電してください。
•	本機を初期化すると、iPhone/iPad/iPodやパ
ソコンと接続できなくなる場合があります。この
場合は、iPhone/iPad/iPodやパソコン側の本
機の登録情報をいったん削除して、ペアリングを
やり直してください。

ワンタッチ接続（NFC）できない
•	スマートフォンが反応するまで本機のN-Markに
近づけたままにして、反応しない場合は、スマー
トフォンをゆっくり前後左右に動かしてください。	
スマートフォンが反応したら、スマートフォンの画
面の指示に従って接続を完了してください。
•	スマートフォンのNFC機能がオンになっているか
確認してください。
•	スマートフォンにケースを付けている場合は、
ケースをはずしてください。
•	NFCの受信感度は、お使いのスマートフォンに
よって異なります。接続に何度も失敗する場合は、
スマートフォンのお手元操作で接続／切断してく
ださい。
•	「アクティブスピーカーサポート」のホームページ
で対応機種をご確認ください。

音が出ない
•	パソコンと接続しているとき、パソコンの音声出
力先はBLUETOOTHになっていますか？
•	本機とBLUETOOTH機器がBLUETOOTH接続さ
れていることを確認してください。
•	BLUETOOTH機器と本機をもう一度ペアリング
してください。

音が割れる、ノイズが出る、音が途切れる
•	本機をBLUETOOTH機器に近づけてください。
障害物があいだにあるときは移動してください。
•	BLUETOOTHオーディオストリーミングの再生品
質を「接続優先」にしてください。

ネットワーク

無線LANに接続できない
•	本機はIEEE 802.11acには対応していません。2.4 
GHz帯（11b、11g、11n）または5 GHz帯（11a、11n）
で接続してください。
•	スマートフォン／iPhoneのSongPalを使って本
機の無線LANを設定するときは、あらかじめ、ス
マートフォン／iPhoneをご使用になる無線LAN
に接続してください。
•	ネットワーク（LAN）ケーブルを本機に接続してい
る場合は、取りはずして本機の電源を入れ直して
ください。ネットワーク（LAN）ケーブルが接続さ
れていると、有線LANが優先され、無線LANはご
使用になれません。
•	お使いの無線LANルーターの電源が入っていま
すか？
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•	無線LANルーターを本機に近づけてください。電
子レンジやBLUETOOTH機器、デジタルコードレ
ス機器など、使用周波数が2.4 GHz帯の機器は
接続できない原因になる場合があります。機器
と本機とを離すか、機器の電源を切ってください。
•	無線LANアンテナを立てていますか？
•	正しく設定しても接続できない場合は、以下をお
試しください。
‒‒ アクセスポイント（無線LANルーター）の電源をいった
ん切ってしばらく待ち、再び電源を入れる。
‒‒ 本機の電源をいったん切ってしばらく待ち、再び電源
を入れる。

音が割れる、ノイズが出る、音が途切れる
•	接続先の機器の音量は大きすぎませんか？
•	接続先の機器のイコライザー機能はオフになっ
ていますか？
•	電子レンジやその他の無線LAN機器などから離
してください。
•	本機を金属で囲まないでください。金属部から
は離してください。
•	無線LANではなく、市販のネットワーク（LAN）
ケーブルで本機とルーター、パソコンなどの機器
を接続してください。

音が出ない、音が小さい
•	接続先の機器と本機の電源は入っていますか？
•	接続先の機器と本機の音量は小さすぎません
か？
•	接続先の機器で再生されていますか？

パソコンのiTunesから本機を見つけられない
•	 iTunesがインストールされたパソコンが、本機が
接続されているホームネットワークに接続されて
いることを確認してください。
•	 iTunesを最新のバージョンにアップデートしてく
ださい。

共通

/（電源）ランプが赤く点滅する
•	本機がプロテクトモードになっている、もしくは、
ソフトウェアのアップデートに失敗しています。以
下を確認してください。
‒‒ UPDATEボタンがオレンジ色で点滅し続けている。	
ソフトウェアのアップデートに失敗しています。USBメ
モリーを使ったアップデートを実行してください。USB
メモリーを使用したアップデートは「アクティブスピー
カーサポート」のホームページをご確認ください。	
http://www.sony.jp/support/active-speaker/	
アップデートを実行するまで、本機の電源は切ったま
まにしておいてください。
‒‒ /電源ボタンを押しても、本機の電源が切れない。	
本機がプロテクトモードになっています。ピンなどの先
端の細いもので本機背面のRESETボタンを押してか
ら、電源を入れ直してください。それでも/（電源）ラ
ンプが点滅し続ける場合は、ソニーの相談窓口
（26ページ）またはお買い上げ店にご相談くださ
い。

気がつくとスタンバイモード、または
BLUETOOTH／ネットワークスタンバイモード
になっている
•	オートスタンバイ機能によって無操作かつ無音の
状態が15分経過すると、自動的にスタンバイモー
ドまたはBLUETOOTH／ネットワークスタンバイ
モードに移行します。オートスタンバイ機能につ
いて詳しくはヘルプガイドをご覧ください。

無線LANの電波強度（受信感度）を調べるには
無線LANに接続中に、NETWORKボタンをピピッと
いう音が聞こえるまでタッチしたままにする。

強い 3

2

1

弱い 0

電波強度 機能切換ランプ点滅数

本機のいずれかのボタンをタッチすると、点滅は解
除されます。
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電波強度を強くするには下記をお試しください。
•	アンテナの向きを変える
•	その他の無線LAN機器を停止する

BLUETOOTH／ネットワークスタンバイ機能を
使うには
BLUETOOTH／ネットワークスタンバイ機能をオン
にすると、本機の電源が切れているときでも、ホー
ムネットワーク上にある機器やBLUETOOTH機器
から操作して、本機の電源を入れることができます。
通常よりも本機を早く起動できて便利です。

1	 ACアダプターを本機とコンセントにつないだ状態で、
本機の電源を入れる。

2	 /（電源）ランプがオレンジ色に点灯するまで、
/（電源）ボタンを押し続ける。
本機の電源が切れて、BLUETOOTH／ネット
ワークスタンバイモードになります。ネットワーク
接続機器から、またはBLUETOOTH機器から本
機に接続しようとすると、本機の電源が自動的
に入ります。

本機を初期化するには
「困ったときは」の該当項目をチェックしても正常に
動作しないときや、設定に失敗したときは、本機を
初期化してお買い上げ時の状態に戻してください。

1	 本機の電源が入っている状態で、VOL（音量）–ボタ
ンと/（電源）ボタンを同時に5秒以上押し続ける。
本機の電源が切れます。設定が工場出荷時に戻
り、すべてのBLUETOOTHペアリング情報とネッ
トワーク設定が削除されます。

ご注意
本機を初期化すると、iPhone/iPad/iPodやパソコンと接
続できなくなる場合があります。この場合は、iPhone/
iPad/iPodやパソコン側の本機の登録情報をいったん削除
してペアリングをやり直してください。

ÔÔ上記以外の症状についてはヘルプガイドをご覧
ください
http://rd1.sony.net/help/speaker/srs-x77/ja/

無線LAN機能について
本製品内蔵の無線LAN機能はWFA（Wi-Fi 
Alliance）で規定された「WPA/WPA2、WPS」につ
いて認証取得しています。

無線の周波数について
本製品は2.4 GHz帯を使用しています。他の無線
機器も同じ周波数を使っていることがあります。他
の無線機器との電波干渉を防止するため、下記事
項に注意してご使用ください。

本製品の使用上の注意
本製品の使用周波数は2.4 GHz帯です。この周波
数帯では電子レンジ等の産業・科学・医療用機器の
ほか、他の同種無線局、工場の製造ライン等で使用
される免許を要する移動体識別用構内無線局、免
許を要しない特定の小電力無線局、アマチュア無
線局等（以下「他の無線局」と略す）が運用されてい
ます。

1）本製品を使用する前に、近くで「他の無線局」が
運用されていないことを確認してください。

2）万一、本製品と「他の無線局」との間に電波干渉
が発生した場合には、速やかに本製品の使用場
所を変えるか、または本製品の運用を停止（電
波の発射を停止）してください。

3）不明な点その他お困りのことが起きたときは、ソ
ニーの相談窓口までお問い合わせください。

この無線製品は2.4 GHz帯を使
用します。変調方式として
DS-SS変調方式およびOFDM
変調方式を採用し、与干渉距離
は40 ｍです。

5 GHz機器使用上の注意事項
•	本製品が使用するチャンネルは以下の通りです。
‒‒ W52（5.2 GHz帯/36、40、44、48ch）
‒‒ W53（5.3 GHz帯/52、56、60、64ch）
‒‒ W56（5.6 GHz帯/100、104、108、112、116、120、124、
128、132、136、140ch）

IEEE802.11b/g/n

IEEE802.11a/n
J52 W52 W53 W56

•	 5 GHzワイヤレスLAN機器の屋外使用は法令に
より禁止されています。
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BLUETOOTH機器につい
て
機器認定について
本機は、電波法に基づく小電力データ通信システムの無線
設備として、認証を受けています。したがって、本機を使用
するときに無線局の免許は必要ありません。
ただし、以下の事項を行うと法律に罰せられることがあり
ます。
•	本機を分解／改造すること

周波数について
本機は2.4 GHz帯の2.4000 GHzから2.4835 GHzまで使
用できますが、他の無線機器も同じ周波数を使っているこ
とがあります。他の無線機器との電波干渉を防止するため、
次の事項に注意してご使用ください。

本機の使用上の注意事項
本機の使用周波数は2.4 GHz帯です。この周波数帯では電子
レンジ等の産業・科学・医療用機器のほか、他の同種無線局、
工場の製造ライン等で使用される免許を要する移動体識別
用構内無線局、免許を要しない特定の小電力無線局、アマ
チュア無線局等（以下「他の無線局」と略す）が運用されてい
ます。
1.	 本機を使用する前に、近くで「他の無線局」が運用されて
いないことを確認してください。

2.	 万一、本機と「他の無線局」との間に電波干渉が発生した
場合には、速やかに本機の使用場所を変えるか、または機
器の運用を停止（電波の発射を停止）してください。

3.	 不明な点その他お困りのことが起きたときは、ソニーの相
談窓口までお問い合わせください。ソニーの相談窓口につ
いては、本取扱説明書（26ページ）をご覧ください。

 
この無線機器は2.4 GHz帯を使用しま
す。変調方式としてFH-SS変調方式を
採用し、与干渉距離は10 mです。

BLUETOOTH無線技術に
ついて
BLUETOOTH® 無線技術は、パソコンやデジタルカ
メラなどのデジタル機器同士で通信を行うための
近距離無線技術です。およそ10 m程度までの距離
で通信を行うことができます。必要に応じて2つの
機器をつなげて使うのが一般的な使いかたですが、
1つの機器に同時に複数の機器をつなげて使うこと
もあります。
無線技術によってUSBのように機器同士をケーブ
ルでつなぐ必要はなく、また、赤外線技術のように
機器同士を向かい合わせたりする必要もありませ
ん。例えば片方の機器をかばんやポケットに入れて
使うこともできます。
BLUETOOTH標準規格は世界中の数千社の会社
が賛同している世界標準規格であり、世界中のさ
まざまなメーカーの製品で採用されています。

BLUETOOTH機能の対応バージョンとプロファイル
プロファイルとは、BLUETOOTH機器の特性ごとに
機能を標準化したものです。本機は下記の
BLUETOOTHバージョンとプロファイルに対応して
います。
対応BLUETOOTHバージョン：
BLUETOOTH標準規格Ver. 3.0準拠
対応BLUETOOTHプロファイル：
‒‒ A2DP（Advanced Audio Distribution Profile）：	
高音質な音楽コンテンツを送受信する。
‒‒ AVRCP（Audio Video Remote Control Profile）：	
音量の大小を操作する。

通信有効範囲
見通し距離で約10 m以内で使用してください。
以下の状況においては、通信有効範囲が短くなる
ことがあります。
‒‒ BLUETOOTH接続している機器の間に、人体や金属、
壁などの障害物がある場合
‒‒ 無線LANが構築されている場所
‒‒ 電子レンジを使用中の周辺
‒‒ その他の電磁波が発生している場所

他機器からの影響
BLUETOOTH機器と無線LAN（IEEE802.11b/g/n）
は同一周波数帯（2.4 GHz）を使用するため、無線
LANを搭載した機器の近辺で使用すると、電波干
渉が発生し、通信速度の低下、雑音や接続不能の
原因になる場合があります。この場合、次の対策を
行ってください。
‒‒ 本機とBLUETOOTH機器を接続するときは、無線
LANから10 m以上離れたところで行う。
‒‒ 10 m以内で使用する場合は、無線LANの電源を切る。
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他機器への影響
BLUETOOTH 機器が発生する電波は、電子医療機
器などの動作に影響を与える可能性があります。
場合によっては事故を発生させる原因になります
ので、次の場所では本機およびBLUETOOTH機器
の電源を切ってください。
‒‒ 病院内／電車内／航空機内／ガソリンスタンドなど
引火性ガスの発生する場所
‒‒ 自動ドアや火災報知機の近く

ご注意
•	BLUETOOTH機能を使うには、相手側BLUETOOTH機器
が本機と同じプロファイルに対応している必要がありま
す。	
ただし、同じプロファイルに対応していても、
BLUETOOTH機器の仕様により機能が異なる場合があ
ります。
•	BLUETOOTH無線技術の特性により、送信側での音声・
音楽再生に比べて、本機側での再生がわずかに遅れます。
•	本機は、BLUETOOTH 無線技術を使用した通信時のセ
キュリティーとして、BLUETOOTH標準規格に準拠したセ
キュリティー機能に対応しておりますが、設定内容等に
よってセキュリティーが充分でない場合があります。
BLUETOOTH無線通信を行う際はご注意ください。
•	BLUETOOTH 技術を使用した通信時に情報の漏洩が発
生しましても、弊社としては一切の責任を負いかねます
ので、あらかじめご了承ください。
•	本機と接続するBLUETOOTH機器は、BLUETOOTH SIG
の定めるBLUETOOTH標準規格に適合し、認証を取得し
ている必要があります。ただし、BLUETOOTH標準規格
に適合していても、BLUETOOTH機器の特性や仕様に
よっては、接続できない、操作方法や表示・動作が異なる
などの現象が発生する場合があります。
•	本機と接続するBLUETOOTH機器や通信環境、周囲の
状況によっては、雑音が入ったり、音が途切れたりするこ
とがあります。

主な仕様

スピーカー部
使用スピーカー

フルレンジスピーカー：約46 mm（直径）× 2
サブウーファー：約62 mm（直径）× 1

アンプ部
実用最大出力

ACアダプター駆動時：
10 W + 10 W（フルレンジスピーカー、全高調歪
率1 %、1 kHz、8 Ω）
20 W（サブウーファー、全高調歪率1 %、100 Hz、
4 Ω）
バッテリー駆動時：
6 W + 6 W（フルレンジスピーカー、全高調歪率
1 %、1 kHz、8 Ω）
12 W（サブウーファー、全高調歪率1 %、100 Hz、
4 Ω）

ネットワーク部
通信方式

IEEE 802.11 a/b/g/n（WEP 64 bit、WEP 128 
bit、WPA/WPA2-PSK (AES)、WPA/
WPA2-PSK (TKIP)）

使用周波数帯域
2.4/5 GHz帯

BLUETOOTH部
出力

BLUETOOTH標準規格Power Class 2
最大通信距離

見通し距離約10 m*1

使用周波数帯域
2.4 GHz 帯（2.4000 GHz ～2.4835 GHz）

通信方式
BLUETOOTH標準規格Ver.3.0

対応BLUETOOTHプロファイル*2

A2DP（Advanced Audio Distribution 
Profile）
AVRCP（Audio Video Remote Control 
Profile）
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そ
の
他

次のページにつづく 

対応コーデック*3

SBC*4

AAC*5

LDAC*6

対応コンテンツ保護
SCMS-T方式

伝送帯域（A2DP） 
20 Hz～20,000 Hz（44.1 kHzサンプリング時）

*1	 通信距離は目安です。周囲環境により通信距離が変わ
る場合があります。

*2	 BLUETOOTH プロファイルとは、BLUETOOTH 機器の
特性ごとに機能を標準化したものです。

*3	音声圧縮変換方式のこと
*4	 Subband Codecの略
*5	 Advanced Audio Codingの略
*6	 LDACは、ソニーが開発したハイレゾ音源を
BLUETOOTH経由でも伝送可能とする音声圧縮技術で
す。SBC等の既存BLUETOOTH向け圧縮技術とは異なり、
ハイレゾ音源を低い周波数・低いビット数へダウンコン
バートすることなく処理します*7。また極めて効率的な符
号化やパケット配分の最適化を施すことで、従来技術比
約3倍*8のデータ量の送信を可能とし、これまでにない
高音質のBLUETOOTH無線伝送を実現しています。

*7	 DSDフォーマットは除く。
*8	 990 kbps（96/48 kHz）または909 kbps
（88.2/44.1 kHz）のビットレートを選択した場合のSBC
（Subband Coding）との比較。

その他
AUDIO IN（外部入力）端子

ø3.5 mmステレオミニジャック
LAN端子

10BASE-T/100BASE-TX（自動極性制御）
DC OUT

USB端子 Aタイプ、接続機器の充電用（5 V、最大
1.5 A：本機の底面に表示しています。）

電源
DC 18 V（付属のACアダプターを接続してAC 
100 V~240 V、50 Hz/60 Hz電源から使用）、内
蔵リチウムイオン電池を使用

消費電力（ACアダプター使用時）
30 W（内蔵電池および接続機器充電中）
13 W（内蔵電池および接続機器を充電していな
いとき）
約5 W（待機時、BLUETOOTH/ネットワークスタ
ンバイ機能オン）
約0.3 W（待機時、BLUETOOTH/ネットワークス
タンバイ機能オフ）

充電池持続時間（NETWORK OFF/ONスイッチ：OFF
時）*1

約10時間
充電池持続時間（NETWORK OFF/ONスイッチ：ON
時）*1

約3時間

*1	 充電池持続時間は、当社既定の音源を使用し、
BLUETOOTH機器の音量を最大で送信し、本機の音量
を7に設定した場合の再生時間です。	
NETWORK OFF/ONスイッチOFF時：本機の音量を最
大で使用した場合は、約80%電池持続時間が短くなりま
す。	
NETWORK OFF/ONスイッチON時：本機の音量を最大
で使用した場合は、約50%電池持続時間が短くなります。

使用温度範囲
5 ℃～ 35 ℃

最大外形寸法（幅×高さ×奥行き、最大突起部および
コントロール部含む）

約300 mm × 132 mm × 60 mm
質量

約1.9 kg
付属品

電源コード（1）
ACアダプター（1）
無線LANスタートガイド（1）
「製品登録」のおすすめ（1）
取扱説明書・保証書（本書）（1）

仕様および外観は、改良のため予告なく変更すること
がありますが、ご了承ください。
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本機で使用できるiPhone/iPad/iPodについ
て

対応モデル AirPlay BLUETOOTH®

iPhone 6 Plus ○ ○
iPhone 6 ○ ○
iPhone 5s ○ ○
iPhone 5c ○ ○
iPhone 5 ○ ○
iPhone 4s ○ ○
iPhone 4 ○ ○
iPhone 3GS ○ ○
iPad Air 2* ○ ○
iPad mini 3* ○ ○
iPad Air* ○ ○
iPad mini 2* ○ ○
iPad
（第4世代） * ○ ○

iPad mini* ○ ○
iPad
（第3世代） * ○ ○

iPad 2* ○ ○
iPad* ○ ○
iPod touch
（第5世代） ○ ○

iPod touch
（第4世代） ○ ○

iPod touch
（第3世代） * ○ ○

iPod nano
（第7世代） * ○

� 2015年1月現在

*	 SongPalはiPod touch（第3世代）とiPod nanoには対
応しておりません。SongPalは、2015年1月現在、iPad画
面に最適化された表示には対応していません。

AirPlayは、iOS 4.3.3以降を搭載したiPhone, iPad、お
よびiPod touch、またはOS X Mountain Lion以降を
搭載したMac、およびiTunes 10.2.2以降を搭載した
Mac、パソコンに対応しています。

ご注意
本機につないだiPhone/iPad/iPodを使用中に、iPhone/
iPad/iPodに保存されたデータが消失、破損しても、弊社で
は一切責任を負いません。

保証書とアフターサービス

保証書
•	本書には、保証書が印刷されています（裏表紙）。
•	所定事項の記入および記載内容をお確かめのうえ、大切
に保存してください。
•	保証期間は、お買い上げ日より1年間です。

アフターサービス
調子が悪いときはまずチェックを
この説明書をもう一度ご覧になってお調べください。
それでも具合の悪いときは
お買い上げ店、またはソニーの相談窓口（下記）にご相談く
ださい。修理をご依頼の際は、付属の電源コード、ACアダプ
ターを本体と一緒にお持ちください。
保証期間中の修理は
保証書の記載内容に基づいて修理させていただきます。 詳
しくは保証書をご覧ください。
保証期間経過後の修理は
修理によって機能が維持できる場合は、ご要望により有料
修理させていただきます。
部品の保有期間について
当社ではパーソナルオーディオシステムの補修用性能部品
（製品の機能を維持するために必要な部品）を、製造打ち切
り後6年間保有しています。ただし、故障の状況その他の事
情により、修理に代えて製品交換をする場合がありますの
でご了承ください。

お問い合わせの前に
もう一度下記の項目をチェックしてみてください。
•	「困ったときは」で調べる（20ページ）。
•	ACアダプターに接続して、本機を充電する。充電すること
で問題が解決することがあります。
•	本機のRESETボタンを押す（11ページ）。

型名：SRS-X77

モデル名、シリアルナンバー（製造番号）は、本体の底面に記載
されています。
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ソニーの相談窓口については、
26ページをご覧ください。
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